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このマニュアルでは、 Cisco UCS Director リ リース  5.1 ソフ ト ウェアの機能および既知の問題に
ついて説明します。

表 1 に、 このドキュ メ ン ト のオンラ イン変更履歴を示します。
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  はじめに
はじめに
Cisco UCS Director は、 サポート対象のコンピューティ ング  プラ ッ ト フォーム、 ネッ ト ワーク  
プラ ッ ト フォーム、 ス ト レージ プラ ッ ト フォーム、 および仮想化プラ ッ ト フォームに対し統一
された高度に安全な管理を提供し、Cisco UCS および Cisco Nexus のプラ ッ ト フォームに基づき
業界を リードするコンバージド  インフラス ト ラ クチャ  ソ リ ューシ ョ ンを実現します。

Cisco UCS Director は、 Cisco UCS を通じてコンピューテ ィ ング層およびネッ ト ワーク層の統合
を拡張し、 コンピューテ ィ ング、 ネッ ト ワーク、 ス ト レージおよび仮想化に対する包括的な可
視性と管理機能をデータセンター管理者に提供します。

システム要件
Cisco UCS Director リ リース  5.1 のシステム要件に関する情報は、 次のインス トールおよびアッ
プグレード  ガイ ドで確認できます。

• VMware vSphere

• Microsoft Hyper-V

サポートするブラウザ バージョン

Cisco UCS Director は、 次のブラウザをサポート しています。

• Internet Explorer 8 以降

• Google Chrome 4.1 以降

• Firefox 3.5 以降 

• Safari 4.0 以降 （Apple Mac または Microsoft Windows の場合）

ブラウザには Adobe Flash Player 11 プラグインが必要です。

インストール上の注意事項
Cisco UCS Director は、VMware の場合は OVF 形式で、Microsoft Hyper-V の場合は VHD 形式で
提供される標準の仮想マシンを使用する  64 ビッ ト のアプラ イアンスです。 Cisco UCS Director 
は VMware vSphere または vCenter および Microsoft Hyper-V Manager でホス ト できます。

インス トール手順については、 次の Cisco UCS Director のインス トール ガイ ドを参照して くだ
さい。

• 『Cisco UCS Director Installation and Upgrade on Microsoft Hyper-V Manager, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Installation and Upgrade on VMware vSphere, Release 5.1』

（注） アップグレード  パッチを適用して、 そのインス トールを完了した後、 ShellAdmin の [サービス
の開始 （Start Services） ] オプシ ョ ンを選択し、 Cisco UCS Director サービスを開始/再開して
パッチ プロセスを完了します。 Cisco UCS Director サービスが開始し、 Cisco UCS Director アプ
ラ イアンス  GUI が使用可能にな り、 ログイン画面が表示され、 管理者ユーザが Cisco UCS 
Director にログインできるよ うになるまで、 パッチ プロセスは完了または成功したこ とにな り
ません。
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  新機能および変更された機能
追加パッチの適用、 データベースのバッ クアップ、 バッ クアップからのデータベース復元な
ど、 他の ShellAdmin プロシージャを実行する前にすべての Cisco UCS Director サービスを停止
する必要があ り ます。

新機能および変更された機能
Cisco UCS Director リ リース  5.1 では、 次の機能が使用可能です。

• 「セッ ト アップ ウ ィザードの概要」 （P.3）

• 「WhipTail/Invicta アカウン ト関連の変更」 （P.3）

• 「シスコ  アプ リ ケーシ ョ ン  セン ト リ ッ ク  インフラス ト ラ クチャのサポート 」 （P.4）

• 「 リ ソース  グループのサポート 」 （P.4）

• 「タグ  ラ イブラ リ 」 （P.4）

• 「Application Policy Infrastructure Controller （APIC） アプ リ ケーシ ョ ン  コンテナのサポート 」
（P.4）

• 「REST API への変更点」 （P.5）

• 「VCE Vision Intelligent Operations （IO） のサポー ト 」 （P.5）

• 「Cisco UCS Director Express for Big Data のサポート 」 （P.6）

（注） サポート対象のソフ ト ウェア  バージ ョ ン とハード ウェア  デバイスに関する情報は、
『Compatibility Matrix for Cisco UCS Director, Release 5.1』 で確認できます。

セッ トアップ ウィザードの概要

Cisco UCS Director には、 いくつかの機能の設定をサポートするウ ィザードが含まれています。
使用可能なウ ィザードは次のとおりです。

• デバイス検出 ： このウ ィザードでは、 デバイスを検出し、 そのデバイスをポッ ドに割り当
てる こ とができます。

• 初期システム設定 ： このウ ィザードは、 ラ イセンスのアップロード、 SMTP、 NTP、 および 
DNS の各サーバのセッ ト アップなどの Cisco UCS Director をセッ ト アップする初期設定タ
スクの実行を支援します。

• vDC の作成： このウ ィザードでは、 vCenter ク ラ ウ ド内への VM の適切なプロビジ ョ ニング
に必要なポ リ シーを設定できます。

• FlexPod の設定 ： このウ ィザードでは FlexPod のアカウン ト をセッ ト アップできます。

WhipTail/Invicta アカウン ト関連の変更

WhipTail のすべてのアカウン トは Invicta アカウン ト に名前が変更されました。 結果と して、
Cisco UCS Director リ リース  5.1 にアップグレード した後、 WhipTail の既存のアカウン ト をすべ
て削除し、 新規 Invicta アカウン ト と して再度追加する必要があ り ます。 また、 すべての既存の
ワークフローを削除し、 アカウン ト用に新しいワークフローを作成する必要があ り ます。

さ らに、 インベン ト リの詳細の検索と レポート生成にかかる時間の点で、 パフォーマンスが大
幅に向上しています。
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シスコ  アプリケーション セン ト リ ック  インフラスト ラクチャのサポート

シスコ  アプ リ ケーシ ョ ン  セン ト リ ッ ク  インフラス ト ラ クチャ （ACI） は、 アプ リ ケーシ ョ ン要
件でネッ ト ワークを定義できるよ うにします。 このアーキテクチャは、 アプ リ ケーシ ョ ンの導
入サイ クルを単純化し、 最適化し、 加速化します。 Cisco UCS Director とシスコ  ACI の組み合
わせによ り、 自動プロビジ ョ ニングとアプ リ ケーシ ョ ン  セン ト リ ッ ク  インフラス ト ラ クチャ
の提供が可能にな り ます。 ACI アカウン ト の設定と管理に関する詳細情報については、 『Cisco 
UCS Director APIC Management Guide, Release 5.1』 を参照して ください。

リソース グループのサポート

リ ソース  グループは、 物理インフラス ト ラ クチャ  リ ソース と仮想インフラス ト ラ クチャ  リ
ソースの組み合わせです。 リ ソース  グループを使用する と、 よ り短時間で Cisco UCS Director 
にテナン ト をオンボーディ ングできます。 インフラス ト ラ クチャ管理者またはシステム管理者
は、 リ ソース  グループにインフラス ト ラ クチャまたは仮想アカウン ト を一度に 1 つずつ追加で
きます。 また、 リ ソース  グループにポッ ド を追加して、 そのポッ ド内のすべてのアカウン ト が
その リ ソース  グループに追加されるよ うにする こ とができます。

アカウン ト を リ ソース  グループに追加する と、 デフォル ト でその リ ソース  グループは、 その
アカウン ト のオブジェ ク ト のすべてのキャパシテ ィ と機能を、 リ ソース  グループ エンテ ィ
テ ィのキャパシテ ィおよび機能と して通知します。 Cisco UCS Director では、 リ ソース  グルー
プの特定のキャパシテ ィ または機能を選択的にディセーブルにできます。

提供されるサービスは、 必要な リ ソースの機能およびリ ソースのキャパシテ ィによって定義さ
れます。 サービス  ク ラスを定義するサービスを定義する必要があ り ます。 リ ソース要件の機能
を説明する複数のサービス  ク ラスを持つサービスを指定できます。

タグ ライブラリ

タグ付けを使用する と、 オブジェ ク ト にラベルを割り当てる こ とができます。 管理者は、 Cisco 
UCS Director の リ ソース  グループとユーザ グループなどのオブジェ ク ト にタグを付ける こ と を
決定できます。 タグは、 コンピューテ ィ ング、 ス ト レージ、 ネッ ト ワーク、 仮想などのカテゴ
リーに割り当てる こ とができます。 また、 選択したカテゴ リの特定のタイプのアカウン ト にタ
グを適用する こ と もできます。

タグ管理の詳細については、 『Cisco UCS Director Administration Guide, Release 5.1』 を参照して
ください。 リ ソース  グループにタグを追加する方法については、 『Cisco UCS Director APIC 
Management Guide, Release 5.1』 を参照して ください。

Application Policy Infrastructure Controller （APIC） アプリケーショ ン コンテナのサポート

この リ リースで、 Application Policy Infrastructure Controller （APIC） のアプ リ ケーシ ョ ン  コン
テナのサポート が導入されました。 APIC は、 シスコ  アプ リ ケーシ ョ ン  セン ト リ ッ ク  インフラ
ス ト ラ クチャ （ACI） に自動化、 管理、 モニタ リ ング、 およびプログラマビ リ テ ィ を提供する
統合ポイン ト です。 APIC アプ リ ケーシ ョ ン  コンテナを使用する と次のこ とが実行可能にな り
ます。

• VMware 環境へのネッ ト ワーク構築

• ネッ ト ワークからの複数の VM のプロビジ ョ ニング

• ゲート ウェイ （Linux、 ASA または ASAv） を使用してこれらのネッ ト ワークに保護壁を設
定する手段の提供
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• Cisco Application Policy Infrastructure Controller （APIC） の活用 ： Linux と  ACI を組み合わせ
る場合は使用不可

• VM に加え、 ベア メ タル アプラ イアンスのプロビジ ョ ニング機能の提供

REST API への変更点

この リ リースでは、 REST API に対して次の変更が加えられました。

• UserAPIProvisionRequestWithPortGroup API は非推奨にな り ました。 VM をプロビジ ョ ニン
グするには、 userAPIVMWareProvisionRequest API を使用します。

• サービス  コンテナ API は保護されているコンテナおよび APIC コンテナの両方にサポート
を提供します。

• APIC コンテナを作成するために userAPICreateAPICContainer API が導入されました。

REST API は次の処理のサポート を提供します。

• アカウン ト （Account） 

• サービス  カテゴ リ （Service Category）

• アクテ ィ ビテ ィ （Activity）

• タグ

• リ ソース  グループ

• アプ リ ケーシ ョ ン  プロファ イル

• テナン ト  プロファ イル

• テナン ト  オンボーディ ング

VCE Vision Intelligent Operations （IO） のサポート

VCE Vision Intelligent Operations （IO） のサポー ト の導入によ り、 Cisco UCS Director のこの リ
リースでは、 Vblock 統合インフラス ト ラ クチャ環境の Release Certification 準拠を自動化し、
Vblock POD の健全性や動作状態を検証します。

VCE Vision Intelligent Operations （IO） ソ フ ト ウェア  スイー トは、 統合インフラス ト ラ クチャ環
境で Vblock の操作を次のよ うに実現し、 合理化するための Vblock POD 管理に使用されます。

• Vblock POD の場所と コンポーネン ト を識別する。

• Vblock POD の健全性または実行状態をレポー トする。

• Vblock POD が VCE Release Certification Matrix に準拠しているかど うかを確認する。

• Vblock の既存の管理システムに動的にインテ リ ジェンスを注入する こ とによって POD と
その既存の管理ツール間の仲介レイヤーと して機能する。

• コンピューテ ィ ング、 ネッ ト ワーク、 ス ト レージ、 および仮想化リ ソースに対する継続的
で リ アルタ イムの視点を単一のオブジェ ク ト と して提供する こ とによ り、 管理ツールが 
Vblock POD の最新の状態を確実に反映するよ うにする。

• VMware vCenter および vCenter Operations Manager を通じて Vblock のシステム情報をネイ
テ ィブに提供する。

この機能の詳細については、 『Cisco UCS Director Vblock Management Guide, Release 5.1』 を参照
して ください。
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  新規ドキュ メン ト と変更されたドキュ メン ト
Cisco UCS Director Express for Big Data のサポート

Cisco UCS Director リ リース  5.1 は、 2 つのパーソナ リ テ ィ、 すなわち Cisco UCS Director と  
Cisco UCS Director Express for Big Data をサポート します。 製品はインス トール中に選択しま
す。 詳細については、 『Cisco UCS Director Installation Guides』 を参照して ください。

Cisco UCS Director Express for Big Data の詳細については、 『Cisco UCS Director Express for Big 
Data Documentation Roadmap』 を参照して ください。

新規ドキュメン ト と変更されたドキュメン ト
これらの リ リース  ノー ト に加え、 次の Cisco UCS Director のドキュ メ ン ト が リ リース  5.1 用に
作成されました。

（注） 『Cisco UCS Director Documentation Roadmap』 からすべての Cisco UCS Director のドキュ メ ン ト
へアクセスできます。

• 『Cisco UCS Director Compatibility Matrix, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Installation and Upgrade on Microsoft Hyper-V Manager, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Installation and Upgrade on VMware vSphere, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director APIC Management Guide, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director REST Developer Guide, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Open Automation Developer Guide, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director NetApp Management Guide, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Administration Guide, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Orchestration Guide, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Application Container Guide, Release 5.1』

• 『Cisco UCS Director Vblock Management Guide, Release 5.1』

警告
このセクシ ョ ンは、 次の ト ピ ッ クで構成されています。

• 「 リ リース  5.1 で未解決の不具合」 （P.7）

• 「 リ リース  5.1 で解決済みの不具合」 （P.10）

ヒン ト リ リース  ノー ト の情報は、 リ リース  ノー ト が公開された後に更新される場合があ り ます。 こ
こに記載されている不具合に関する最新の リ リース  ノー ト情報を確認するには、 Cisco Bug 
Search Tool を使用します。
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  警告
リ リース 5.1 で未解決の不具合

表 2 には、 Cisco UCS Director リ リース  5.1 での機能および拡張機能の検査に影響を及ぼす可能
性のある未解決の問題を示します。

表 2 リ リース 5.1 で未解決の不具合

不具合 ID 症状 回避策

CSCup77482 CG に複数の非実稼働コピーが含まれている
場合にフェールオーバーで問題が発生する。

1. 複数の非実稼働コピーを持つ CG を作成しま
す。たとえば、A を稼働用（ロール：アクテ ィ
ブ）、B と  C をコピー（ロール：レプ リ カ）と して
使用します。

2. CG を  B（または C）にフェールオーバーしま
す。

3. フェールオーバー後、Cisco UCS Director で
ロールは A と  C がレプ リ カ、B がアクテ ィブと
して示されます。

4. こ こで再びフェールオーバー タス クを実行
し、A（現在レプ リ カ と して表示されている）を
使用します。

エラー メ ッセージ「Illegal action: Cannot 
perform action on production copy（不正な操作：
実稼働用コピーで操作を実行できません）」が
表示され、1 つのイ メージが A でイネーブルに
なっている と表示されます。

CSCuq97937 Invicta LUN レポート に、削除されたデータス
ト アの名前が表示される。削除されたデータ
ス ト ア名は、いくつかの完全インベン ト リ の
後に削除される。

有効なデータス ト ア情報を判別するには、[仮想
（Virtual）] - [ス ト レージ（Storage）] - [データス ト
ア キャパシティ  レポート （Datastore Capacity 
Report）] でログインします。

CSCuq03429 [保護されているコンテナ セッ ト アップ
（Fenced Container Setup）] - [ASA ゲート ウェイ
（ASA Gateway）] で ASAv を導入しよ う とする
と、ASAv デバイスは Cisco UCS Director に正
常に追加される。ただし、デバイスの追加後、
インベン ト リはすぐには収集されない。長時
間「まだインベン ト リは実行されていません
（Yet to perform Inventory）」状態のままになる。

現在、インベン ト リはシステム  タス ク  インベ
ン ト リの次のスケジュール時刻に基づいてス
ケジュール設定されます。

すぐに反映するには、インベン ト リ詳細を手動
で収集して ください。

CSCuq04489 VSC タス クがある  VM ク ローンが、[ス ト レー
ジの効率性（Storage Efficiency）] オプシ ョ ンが
イネーブルの場合に ONTAP ク ラスタ  モード
で失敗する。

この問題の既知の回避策はあ り ません。

CSCuq98965 [ディ スカバ リ  ウ ィザード（Discovery Wizard）] 
の検出されたデバイスの表で、HPOA アカウン
トはベンダーが「不明」と して表示される。

アカウン ト を割 り当てた後、ベンダー情報は [
物理（Physical）] - [コンピューテ ィ ング
（Compute）] で確認できます。
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  警告
CSCuq88091 [ディ スカバ リ  ウ ィザード（Discovery Wizard）] 
でデフォル ト では、F5 バランサのポート番号
は表示されない。

関連プロ ト コルとポー ト番号を手動で選択し
て ください。

CSCum87361 Configure trunk rollback コマン ドを実行する
と、ポー トは ト ランク  ネイテ ィブ VLAN を保
持するが、ポー ト  モードはアクセスに変更さ
れる。

プラ イベート  VLAN ポート の設定機能では、
ポー ト が設定されロールバッ クが実行される
と、ポー トはプラ イベート  VLAN モードのま
まになる。

ネイテ ィブ VLAN およびプラ イベート  VLAN 
のポー ト のタ イプは、CLI コマン ド  タス クの実
行を使用して個別にコマン ドを送信する こ と
によって変更できます。

CSCuq55427 BMA で複数インターフェイスを使用する と
き、ks.cfg はデフォル ト で notify.html に管理イ
ンターフェイスを指し示す場合がある。通知
が Cisco UCS Director によって受信されない
場合、PXE サーバの IP アド レスを指すよ うに
変更する必要がある。

ks.cfg テンプレート の次の行を見つけます。

wget 
http://$PXE_WEBSERVER_MGMT_VLAN_IP/$P
XEID/notify.html -O /tmp/notify.html

これを次のよ うに書き換えます。

wget 
http://$PXE_WEBSERVER/$PXEID/notify.html -O 
/tmp/notify.html

CSCuq99046 [ディ スカバ リ  ウ ィザード（Discovery Wizard）] 
で、HPOA、CIMC、ASA、および Cisco UCS 
Manager など一部のデバイスが、環境とセッ ト
アップに余分の時間を必要とする場合があ
る。

[ディ スカバリ  ウ ィザード（Discovery Wizard）] 
で、環境の制限に基づいてタイムアウ ト値を変
更します。

CSCuq99633 [ディ スカバ リ  ウ ィザード（Discovery Wizard）] 
で、検出されたデバイスの一部について、検出
されたデバイスの横にあるチェ ッ クボッ ク ス
がグレー表示になる場合がある。

グレー表示されたデバイスを選択して、ディ ス
カバ リ を実行するには、チェ ッ クボッ クスをオ
ンにします。

上記の手順を実行する と、グレー表示されてい
るデバイスの検出に役立ちます。

CSCuq42907 カスタム承認タス クで、マッピング可能タイ
プ「cuic_multiuser_Id」はサポート されない。
ユーザ入力にこのマッピング可能タイプを
マッピングできない。

カスタム承認タス クの実行にタス ク入力を使
用します。

CSCuq54026 サービス  プロバイダーをイネーブルにする
と、Cisco UCS Director はユーザ ロールに 2 つ
の MSP 管理オプシ ョ ンを表示する。

この問題の既知の回避策はあ り ません。

CSCur03123 新たに導入された VM はシスコ  ASAv の L4 
L7 コンテナ サービス設定タス クで失敗する。

導入された ASAv を削除し、ワークフローを再
送信します。

CSCur04051 HTTP プロ ト コルを使用するよ うに設定され
た APIC アカウン トは、APIC が HTTP をサ
ポート しないため機能しない。

HTTPS プロ ト コルを使用するよ うに設定した 
APIC アカウン ト を追加します。

表 2 リ リース 5.1 で未解決の不具合

不具合 ID 症状 回避策
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  警告
CSCur04185 Netscaler を機能プロファ イルを使用せずに導
入する と、導入したデバイス  ク ラスタにはエ
ラーが表示され、ロード  バランサの状態には 
Netscaler がダウンしている こ とが表示され
る。

この問題の既知の回避策はあ り ません。

CSCur01901 VM エン ト リ を作成する と きに、仮想コン
ピューテ ィ ングが必須になっているべきであ
る。

アプ リ ケーシ ョ ン  プロファ イルで VM エン ト
リ を作成する と きに、仮想コンピューティ ング  
サービス  ク ラスを選択します。

CSCur01345 クレデンシャル ポ リ シーを指定した VNX ブ
ロ ッ ク  アカウン ト を追加できない。

[アカウン トの追加（Add Account）] ダイアログ
ボッ クスでアカウン ト を直接追加します。[クレ
デンシャル ポリシーを使用する（Use Credentials 
Policy）] チェッ クボッ クスはオンにしないでく
ださい。

CSCuq91589 Hyper-V：[論理ネッ ト ワークの定義（Logical 
Network Definition）] フ ィールドに 256 文字を
超える文字が含まれている と、ネイテ ィブ 
アップ リ ンク  ポート  プロファ イルの作成が失
敗し、レポー トは空白になる。

[論理ネッ ト ワークの定義（Logical Network 
Definition）] フ ィールドが 256 文字を超えてい
ないこ とを確認します。

CSCuq99612 [ディ スカバ リ  ウ ィザード（Discovery Wizard）] 
で追加されたデバイスが、クレデンシャル ポ
リ シーを保持しない。

[ディ スカバ リ  ウ ィザード（Discovery Wizard）] 
を使用する と、ク レデンシャル ポ リ シーは次
のデバイスでのみ保持される。

• Isilon

• VNX

• Vision Intelligent Operations

この問題の既知の回避策はあ り ません。

CSCur01491 削除されたアカウン ト が、[ディ スカバ リ  ウ ィ
ザード（Discovery Wizard）] を使用する と再度
検出される。

inframgr サービスを再起動してから、検出を実
行します。

CSCur01381 クレデンシャル ポ リ シーを指定した VNX ブ
ロ ッ ク  アカウン ト を追加できない。

[アカウン トの追加（Add Account）] ダイアログ
ボッ クスでアカウン ト を直接追加します。[クレ
デンシャル ポリシーを使用する（Use Credentials 
Policy）] チェッ クボッ クスはオンにしないでく
ださい。

CSCur07646 複数の vCenter を リ ソース  グループに追加す
る と、テナン ト のオンボーディ ング  ラ ッパー
はタグやキャパシテ ィに基づく正しいホス ト
を選択しない。

リ ソース  グループに 1 つの vCenter だけを追加
します。

CSCur07658 コンテナの一部と して複数の BM の導入を実
行する と、すべての導入に同じ  vServer が使用
され、vServer の iSCSI サービスはすでに開始
しているため、最初の 1 つ以外のすべての実行
が失敗する。

iSCSI サービス作成タス クの障害時の リ ンクを
削除し、サービス要求を再送信します。

表 2 リ リース 5.1 で未解決の不具合

不具合 ID 症状 回避策
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  ワークフロー タスクの入出力に関する変更
リ リース 5.1 で解決済みの不具合

表 3 では、 Cisco UCS Director リ リース  5.1 で解決済みの不具合について説明します。

ワークフロー タスクの入出力に関する変更
Cisco UCS Director のこの リ リースにワークフロー タス クの入出力の変更はあ り ません。

マニュアルに関するフ ィードバック
このマニュアルに関する技術的なフ ィードバッ ク、 または誤りや記載もれなどお気づきの点が
ございましたら、 HTML ドキュ メ ン ト内のフ ィードバッ ク  フォームよ り  
ucs-director-docfeedback@cisco.com にご連絡ください。 ご協力をよろし くお願いいたします。

表 3 リ リース 5.1 で解決済みの不具合

不具合 ID 症状

CSCuq75437 BMA アプラ イアンスの追加 ： BMA の名前にスペースが含まれる場
合、 BMA と  Cisco UCS Director 間の通信が切断される。

CSCuq84691 カスタム  タス ク  [post-infra restart] を含む複合タスクの出力が リ ス ト
されない。

CSCuq85221 Cisco UCS Director 5.0 ： vLAN 名に 32 文字の制限

CSCuq87181 Cisco UCS Director 5.0 ： [コンピューテ ィ ング  ポ リ シー （Computing 
Policy） ] - [許容メモ リ制限値 （Permitted memory values limit） ] が正
し く ない。

CSCur02877 次のシスコ製品

• Cisco UCS Director

• Cisco UCS Director Baremetal Agent

に、次の Common Vulnerabilities and Exposures（CVE）ID によって識別
される脆弱性の影響を受けるバージ ョ ンの bash が含まれている。

• CVE-2014-6271 

• CVE-2014-6277

• CVE-2014-6278

• CVE-2014-7169

• CVE-2014-7186

• CVE-2014-7187

このバグはこの製品の潜在的影響に対処するためにオープンにされ
ました。

リ ス クにさ ら されるかど うかは、 構成に依存しません。

この脆弱性のエクスプロ イ ト実行には認証が必要です。
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  マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 シスコのバグ検索ツールの使用方法、 テクニカル サポート、 その他の有
用な情報について、次の URL で、毎月更新される 『What's New in Cisco Product Documentation』 を
参照して ください。 http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は、 シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの
一覧も示し、 RSS フ ィード と して購読できます。 また、 リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用してコ
ンテンツをデスク ト ップに直接配信するこ と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。
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